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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１６人、欠席委員１人であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２９年第３回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第１  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名委員は２名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、３番亀田委員、５番山﨑委員を指名します。


	議　長　日程第２　議案第８号　農地法第３条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１番の案件について事務局より説明をお願いします。
事務局　今月の３条許可申請は１件です。

【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

１番について説明します。平成６年に譲受人の祖父が亡くなり、その２人の娘さんと譲受人の母が相続しました。しかし、娘さん2人の住まいは遠くであり、耕作できませんので、その持ち分を孫である譲受人へ贈与する申請です。申請理由が経営規模拡大と記載さてれおりますが、そのような内容です。

農業経営規模が50a以上、農地のすべてを耕作、常時従事する等の要件を備えていると判断しました。１５日に現地確認したところ、周辺と同じ畑の状態でした。
　　　  
議　長　事務局の説明が終わりました。担当地区より補足説明をお願いします。

　　　　１番について、議席１０番大家地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席10番  事務局の説明のとおり、相続の際に姉妹で畑の持ち分を分けた後、遠方に嫁いだ２人の方が、通作できないため本家に畑を返すための申請です。
　　　　今朝も確認しましたが、申請地は適正に管理されております。小委員会では問題ないとの結論になりましたので、ご審議のほどよろしくお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）

議　長　日程第３　議案第９号　農地法第４条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の４条許可申請は１件です。

【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

申請者は、申請地を昭和初期から通路と使用しているので、追認を受けたいと主張しております。昭和３６年の国土地理院の航空写真で、わずかですが確認できました。これが一番古い写真です。

１月２６日にご審議いただきました農地法５条の申請のうち、転用目的が自己用住宅であるうちの１件について、県へ進達したところ、譲渡人の通路が許可を得ていないことが判明しました。そのための追認申請です。先ほどの１月の案件は許可保留となっており、この４条申請と同時に許可となる見込みです。

一団の農地面積は４．４ｈａであり、農地区分は２種農地と判断しました。１５日に現地確認したところ、通路として使用しておりました。
　　　  

議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席２番入西地区担当委員より補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席２番  事務局の説明のとおり、古い航空写真で確認でき、親の代から通路として使っており、申請人本人は知らなかったと主張しております。また、先々月ご審議いただいた５条の申請と関係しております。
小委員会ではやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　日程第４　議案第１０号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。

１から４番の案件について事務局より説明をお願いします

事務局　今月の５条許可申請は４件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

１番の譲受人は、川越市内の賃貸アパートに夫婦と子１人の３人で住んでおり、手狭になってきたため、戸建ての住宅を所望しております。

譲受人は勤務先が警察署であり、そこで世話になっている上司と家族ぐるみの付き合いをしています。その家から650m離れた申請地を譲り受けて、都市計画法34条11号住宅を建てる申請です。勤務先はさいたま西署、妻は狭山署で通勤可能です。

一団の農地面積は0.2haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありません。
2番の譲受人は、和光市の賃貸アパートに夫婦と子１人の３人で住んでおり、手狭になってきたため、戸建ての住宅を所望しております。

譲受人の実家が坂戸市内にあります。実家から約3㎞離れた申請地を譲り受けて、都市計画法34条12号住宅を建てる申請です。勤務先は東京の晴海で、コンピュータ関連の仕事です。東武東上線から有楽町線へ乗り入れていますので、通勤可能と聞いております。

一団の農地面積は0.5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありません。
３番の譲受人は、市内の賃貸アパートに夫婦と子２人の４人で住んでおり、３月に出産予定で５人家族になる予定です。そのために手狭になっており、戸建ての住宅を所望しております。

勤務先が坂戸市内の会社で、そこの同僚と仲が良く、家族ぐるみの付き合いをしています。その家から約800m離れた申請地を譲り受けて、都市計画法34条11号住宅を建てる申請です。

一団の農地面積は5.9haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、木が生えており、24日までに伐採するよう指示しました。
４番の譲受人は、東松山市内の賃貸アパートに夫婦と子２人の４人で住んでおり、手狭になってきたため、戸建ての住宅を所望しております。

実家が鳩山町内にあり、実家から約3.5km離れた申請地を譲り受けて、都市計画法34条11号住宅を建てる申請です。勤務先は東松山の小学校であり、通勤も可能です。

一団の農地面積は5.9haであり、農地区分は２種農地と判断しました。15日に現地確認したところ、特に問題はありませんでした。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　１番については、議席６番三芳野地区担当委員より、2番については、議席１番勝呂地区担当委員より、３番と４番については、議席１７番入西地区担当委員よりお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席６番  申請地の北側は、７月にご審議いただき、許可となった場所で、現在は家も建てられ、すでに許可を受けた人が住んでいます。
　　　　今回の譲受人は二人とも警察官で、ご主人がさいたま市、奥様が狭山市に通勤しています。奥様の上司で家族ぐるみで付き合いある方の家の近くであることと、通勤の便、またご主人の実家が加須市、奥様の実家が群馬県で、両方の両親が来られる場所として申請地を選んだとのことです。　

この場所の近くが、以前にも許可を受けていることなどから、小委員会では、やむを得ないとの結論に至りましたので、皆様のご審議をお願いします。
議席１番  申請地の南側は、１月にご審議いただき、許可となった場所です。
　　　　今回の譲受人の実家が坂戸市内で、実家に近い場所として申請地を選んだとのことです。　

小委員会では、やむを得ないとの結論に至りましたので、皆様のご審議をお願いします。
議席17番  ３番について説明します。申請地の周辺は、以前から何回か申請され、許可を受けている場所です。
　　　　事務局の説明のほか、譲受人は、小・中学校が近く環境も良いので、子育てに適している場所として申請地を選んだとのことです。　
　　　　４番について説明します。申請地の西側は、以前許可を受けている場所です。譲受人は、子育て等の環境に適した場所として申請地を選んだとのことです。
いずれも、小委員会ではやむを得ないとの結論に至りましたので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なしの声）
議　長　日程第５　議案１１号 農用地利用集積計画（案）については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　該当する９番鹿ノ戸委員には一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（鹿ノ戸委員退席）

議　長　再開します。

議　長　日程第５　議案１１号 農用地利用集積計画（案）についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。
事務局　農地利用集積計画（案）について説明いたします。

【議案を朗読】
平成２９年４月分農用地利用権設定申出状況についてご説明します。

１の更新・新規の状況ですが、今月は、新規の申出が、４１件、８０筆、面積１０万１，４４２．８４㎡です。このうち、始期が６月１日である中間管理機構が借受人となる利用権設定は、３２件　５８筆　面積７万９，６６９.８４であるので、４月１日設定面積等は、９件　２２筆　２万１，７７３㎡となります。

２の利用集積面積については、平成２９年３月１日設定後の利用集積面積が、１９５万８，８２０．３３㎡であり、この面積から、１８条解約があった農用地の面積５万１，９７９㎡を引き、今回の４月１日が始期となる設定面積２万１，７７３㎡を加えることにより、４月１日設定後の面積が、１９２万８，６１４，３３㎡（約１９３ｈａ）となります。これは、前年同期と比べ、１１万８，９６７㎡、約６．５％の増です。

　利用集積計画の個々の内容について、説明します。１４Ｐから１５Ｐの９件が通常の利用権設定であり、１６Ｐから１９Ｐの３２件が後ほど上程されます、農用地配分計画に基づく中間管理機構との利用権設定であり、配分計画の始期に合わせ、利用権設定の始期も６月１日となっております。
　配分計画と利用権設定の始期が６月１日となっているのは、県が配分計画を認可する際に縦覧しなければならず、それらの手続きに必要な日数を考慮しているからです。
通常分から説明いたします。１番と２番の借受人は、認定農業者であり、人・農地プランの担い手にもなっております。３番の借受人の経営面積は約３ｈａであり、年間１５０日以上の農業従事者が２人であるほか、農業補助者が１人です。

４番と５番の借受人の経営面積は約２ｈａであり、年間１５０日以上の農業従事者が２人であるほか、農業補助者が２人です。６番と７番の借受人は、農業委員をされた方で水稲を中心に、４ｈａ耕作しており、先月も審議されております。

８番と９番の借受人は、今まで担い手育成塾の研修生でしたが、研修期間が終わり、新たに農業経営を始めるために、今までの研修圃場を改めて自身の農場とするための利用権設定です。
以上のことから、いずれも農業経営基盤強化促進法第18条第3項の要件を満たしていると考えます。

１６Ｐから１９Ｐの３２件は、先ほど説明しましたとおり、配分計画に基づく中間管理機構との利用権設定です。賃借料５，６００円は、地域の合意に基づく単価であり、農業委員会が情報提供している賃料情報の坂戸地区の田を借りる際の平均額を基に算定しております。
また、使用貸借権を設定する農地があるのは、自ら耕作するかあるいは親族の農地を耕作する方の中で、浅羽地区の人・農地プランの趣旨に賛同し、中間管理事業による集約面積を増やすために、中間管理機構による農地中間管理権を設定するためのものです。
また、２０Ｐ以降の１８条解約２２件のうち、１番から２０番までは、中間管理事業に基づき農地を集約するために、借受人の変更をするためのもので、２１番と２２番は、先ほど説明しました新規就農者の研修圃場を、改めて本人が借りるために、研修機関であったいるま野の農協の利用権を解約するための申出です。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　質疑等がありましたらお願いします。

（質疑なしの声）

議　長　暫時休憩します。

（鹿ノ戸委員着席）

議　長　再開します。

議　長　日程第６ 議案第１２号 農用地利用配分計画(案)に対する意見については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　該当する３番亀田委員と９番鹿ノ戸委員には一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（亀田委員、鹿ノ戸委員退席）

議　長　再開します。

議　長　日程第６ 議案第１２号 農用地利用配分計画(案)に対する意見についてを上程し、

議題といたします。事務局より説明をお願いします。

事務局　先ほどの農用地利用集積計画の議題と関連しますが、平成２７年１０月頃から、鹿ノ戸委員さんを中心に、浅羽地区の農地を人・農地プランにより集積することを検討し始めました。
　　　　人・農地プランのメリットは、中間管理機構が農地を借りて管理し、配分計画により担い手に農地を貸し出す仕組みなので、その農地を借りている担い手が農業をやめた場合も、次の担い手を探し、また探している間の管理を中間管理機構が行うことです。
　　　　また、利用権設定の手続きや、賃料の支払い等の事務を中間管理機構が行うため、土地所有者と担い手の事務手続きの負担が減ります。その他、中間管理事業に基づく、面整備の補助金等もあることから、農地の大規模集約を図ることも期待できます。
　当地区でも、当初企業参入を検討しましたが、候補者であった企業が辞退したため、近隣で実績のある別の企業の参入を検討しております。今回は地元の担い手を中心に配分計画が策定されましたが、中間管理事業推進法に基づき、計画の内容を委員の皆様に審議していただくものです。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質疑等がありましたら、よろしくお願いします。

議席５番　一辺にまとめるような集約はしないのですか。

事務局　　区画整理のような集約はしません。徐々に担い手間の借りている農地を調整し、それぞれの担い手が使いやすいように集約していく方向です。
議席５番　助成金はありますか。
事務局　簡易な圃場整備に対する県単の補助金がありますが、農振農用地であることが条件なので、当地区には該当しません。
議席５番　あえて今の状況で、中管理事業を活用して水稲を行うということですか。
事務局　この地域は、基本的には田であり水稲です。企業参入や野菜作りも今後の課題です。
議席10番  配分計画図を見ると、高麗川の下流の方が多く、上流の方が少なく見えますが、理由はありますか。
事務局　配分が少なく見えるところは砂利が多く、水稲に適していないからです。

議席15番 地元の水利組合の総代会に農業振興課が説明に来ましたが、圃場整備については、今回のような形をとるのでしょうか。
事務局　基本的には、県単補助の対象になると聞いております。
議　長　暫時休憩します。

（亀田委員、鹿ノ戸委員着席）

議　長　再開します。

議　長　日程第７　議案１３号 農業委員会事務局職員の任免についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。
事務局　平成２９年４月１日付の職員の人事異動に伴う事務局職員の任免について説明いたします。事務局次長　林　信久　及び主任　鹿川　彰　は、３月３１日を以て、農業委員会事務局職員を免ずることとなります。

坂戸市職員　川島　豪　を４月1日を以て農業委員会職員に任命し、係長に補することとなります。

議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　質疑等がありましたらお願いします。
（質疑なしの声）

議　長　これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見　　　　はございますか。

　　　　 （意見なしの声）

議　長　議案第８号　農地法第３条の規定による許可申請については、許可と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって、議案８号は、許可と決定いたします。

議　長　議案第９号、農地法第４条の規定による許可申請については、許可相当と決

　　　定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第９号は、許可相当と決定いたします。
議　長　議案第１０号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　 ご異議なしと認めます。

　　　　 よって、議案１０号は、許可相当と決定いたします。

議　長　議案第１１号、農用地利用集積計画（案）については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　該当する９番鹿ノ戸委員には、一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（鹿ノ戸委員退席）

議　長　再開します。

議　長　議案第１１号、農用地利用集積計画（案）については、原案のとおり決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第１１号は、原案のとおり決定いたします。

　

議　長　暫時休憩します。

（鹿ノ戸委員着席）

議　長　再開します。
　　　　　
議　長　議案第１２号 農用地利用配分計画(案)に対する意見については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　該当する３番亀田委員と９番鹿ノ戸委員には一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（亀田委員、鹿ノ戸委員退席）

議　長　再開します。

議　長　議案第１２号、農用地利用配分計画(案)についてに対する意見については、意見なしと決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって、議案第１２号は、意見なしと決定し坂戸市長に報告します。
議　長　暫時休憩します。

（亀田委員、鹿ノ戸委員着席）

議　長　再開します。
議　長　議案第１３号　農業委員会事務局職員の任免については、原案どおり任免することに決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
　　　

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第１３号は、原案のとおり任免することに決定いたします
議　長　日程第８　報告第５号　専決処分の報告について、事務局より説明してください。

事務局　今月の農地法第３条の３第１項の届出は、１件です。いずれも、届出人が相続により所有権を取得したもので、農業委員会によるあっせん等の希望の有無は無となっております。

今月の農地法第４条第１項第７号の届出は、１件です。届出人が、自ら所有する農地を共同住宅にするための届出です。

今月の農地法第５条第１項第６号の届出は、８件です。１番と４番は、譲受人が不動産会社であり、建売住宅を作るための転用の届出です。２番と５番から７番は、仮換地が指定された区画整理地内の農地で、以前に今回の譲渡人である不動産会社が分譲住宅にする目的で転用の届出を出したものです。仮換地であるため、地目変更ができないために、所有権を移転するために、今回再度届出をするものです。

３番は区画整理地内の農地を自己用住宅にするための転用の届出で、８番の譲受人は、先ほどの４条の届出人であり、親族が持つ農地に使用貸借権を設定し、自己の農地と一体で共同住宅を建てる転用の届出となっております。
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　ご質問はございますか。

（質問なしの声）
議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。

（なしの声）
議　長　以上で、平成２９年第３回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）
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